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 （趣旨） 

第１条 この規程は、明治大学大学院学則（昭和２７年規則第７号。以下

「大学院学則」という。）第５５条の２第４項及び明治大学専門職大学院

学則（２００７年度規則第２１号。以下「専門職大学院学則」という。）

第５５条第４項の規定に基づき、単位の修得を目的として修士課程、博

士前期課程及び専門職学位課程の科目を履修する科目等履修生について、

必要な事項を定めるものとする。 

 （入学資格） 

第２条 科目等履修生の入学資格を有する者は、大学院学則第４０条第１

項各号又は専門職大学院学則第３９条各号のいずれかに該当する者とす

る。 

 （出願手続） 

第３条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の手続を経なけれ

ばならない。 

２ 複数の研究科にわたって科目の履修を希望する者は、出願手続の際に、

主たる研究科を定めるものとする。 

３ 出願書類は、次の各号に掲げるものとする。 

 (1) 大学院科目等履修生志願票（所定用紙） 

 (2) 履歴書（所定用紙） 

 (3) 最終出身大学等の成績証明書及び卒業証明書 

４ 出願手続の詳細については、募集要項において定めるものとする。 

 （在学期間） 

第４条 科目等履修生の在学期間は、学期の始めから起算して、６か月又

は１年とする。ただし、所定の手続を経て、これを更新することができる。 

 （選考） 

第５条 科目等履修生の選考は、履修科目を設置する研究科又は第３条第

２項により定められた研究科において行う。 

 （履修を許可する科目） 

第６条 履修を許可する科目は、各研究科において定める。 

 （履修制限単位数） 



第７条 同一年度に履修できる単位数の上限は、１０単位とする。 

（他の研究科に属する科目の履修） 

第８条 他の研究科に属する科目を履修しようとする場合は、当該研究科

の承認を得て、履修することができる。 

 （科目等履修生証の交付） 

第９条 科目等履修生には、科目等履修生証を交付する。 

 （成績表及び証明書の交付） 

第１０条 科目等履修生には、成績表を交付するほか、本人の請求により、

所定の証明書を交付する。 

 （規程の改廃） 

第１１条 この規程を改廃するときは、大学院委員会及び専門職大学院委

員会の議を経なければならない。 

 （雑則） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、科目等履修生に関し必要な事項

は、各研究科において定める。 

   附 則（２００２年度規程第１１号） 

この規程は、２００２年（平成１４年）１２月３日から施行し、同年４月

１日から適用する。 

（通達第１１８９号） 

   附 則（２００３年度規程第３５号） 

この規程は、２００４年（平成１６年）４月１日から施行する。 

（通達第１２８２号）（注 ガバナンス研究科及びグローバル・ビジネス研究科の設置に

伴う改正） 

   附 則（２００８年度規程第７号） 

この規程は、２００８年（平成２０年）５月２０日から施行し、改正後の

規定は、同年４月１日から適用する。 

（通達第１６９２号）（注 大学院の再編による専門職大学院の設置に伴う改正） 

   附 則（２０１４年度規程第２１号） 

 この規程は、２０１５年（平成２７年）４月１日から施行する。 

（通達第２２９４号）（注 科目等履修生の在学期間を変更することに伴う改正） 

 

 


